































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































題記 寺 5面1板の位置 備考
実践女子大学文学部　紀要　第53集
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醍
醐
寺
蔵
本
の
場
合
に
つ
い
て
、
サ
ン
プ
ル
的
に
東
禅
寺
版
の「
夫
」「
當
」「
甘
」、
開
元
寺
版
の「
天
」「
地
」の
五
箱
を
一
覧
表
に
し
て
示
し
た
。
東
禅
寺
版
に
つ
い
て
、
知
恩
院
蔵
本
と
同
様
に
分
析
す
る
な
ら
ば
、
第
九
板
が
五
面
一
板
の『
四
分
律
蔵
』巻
二
十
二
、『
摂
大
乗
論
』巻
四
が
総
板
数
十
八
板
で
、
こ
の
二
帖
の
み
。
第
十
板
が
五
面
の
場
合
は
、
総
板
数
十
八
板
が『
十
誦
律
』巻
五
十
四
、
総
板
数
十
九
板
が『
四
分
律
蔵
』巻
二
十
四
、『
摂
大
乗
論
』巻
五
、『
十
誦
律
』巻
五
十
一
、
五
十
二
、
五
十
三
、
五
十
七
、『
十
誦
律
毘
尼
』巻
上
の
七
帖
、
総
板
数
二
十
板
が『
摂
大
乗
論
』巻
七
の
一
帖
で
あ
る
。
第
十
一
板
が
五
面
の
場
合
は
、
総
板
数
二
十
一
板
が『
摂
大
乗
論
』
巻
九
、『
十
誦
律
』巻
五
十
五
、
五
十
六
の
三
帖
、
総
板
数
二
十
板
が『
十
誦
律
毘
尼
』
巻
中
の
一
帖
で
あ
る
。
　
次
に
、
開
元
寺
版
の
ケ
ー
ス
に
移
る
。「
天
」「
地
」箱『
大
般
若
波
羅
密
多
経
』巻
一
か
ら
巻
二
十
迄
で
あ
る
。
五
面
一
板
は
、
第
七
板
か
第
八
板
か
で
あ
る
。
第
七
板
が
五
面
一
板
の
場
合
、
総
板
数
は
巻
三
、
十
七
の
二
帖
が
十
三
板
で
あ
り
、
第
八
板
が
五
面
一
板
の
場
合
、
総
板
数
は
巻
一
、
十
二
〜
十
六
、
十
九
の
七
帖
が
十
四
板
で
あ
り
、
巻
二
、
十
一
が
総
板
数
十
五
板
、
巻
十
八
が
十
六
板
で
あ
る
。
　
本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
に
つ
い
て
は
、
既
に
悉
皆
調
査
を
了
え
て
い
る
が
、
五
面
一
板
の
問
題
を
意
識
的
に
調
査
項
目
に
挙
げ
得
た
の
が
調
査
の
途
中
の
こ
と
で
あ
り
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
千
字
文
番
号「
達
」「
承
」「
集
」「
俊
」な
ど
か
ら「
一
板
五
面
」
の
確
認
で
き
る
も
の
の
み
拾
う
。
　
本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
は
、
現
存
す
る
本
が
す
べ
て
に
亘
り
虫
損
な
ど
甚
だ
し
く
、
断
片
や
糊
は
が
れ
な
ど
の
数
も
多
く
、
五
面
一
板
の
確
認
は
勿
論
、
総
板
数
の
知
ら
れ
る
も
の
は
少
な
い
。
　
　
三
、
現
存
本
に
拠
る「
両
面
刷
」と「
一
板
五
面
」
　
日
本
現
存
の
宋
版
一
切
経
に
”両
面
刷
“
の
帖
が
現
存
す
る
。
こ
の
点
の
指
摘
と
し
て
最
新
の
も
の
は
、
中
村
一
紀
氏「
書
陵
部
所
蔵
宋
版
一
切
経
の
来
歴
に
つ
い
て
、
そ
の
印
造
か
ら
現
代
ま
で
―
時
々
の
保
全
活
動
を
交
え
て
―
」（『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』第
二
輯
　
二
〇
〇
六
年
三
月
　
思
文
閣
出
版
）の
補
注（
５
）に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　「
現
在
南
宋
後
期
の
印
造
と
し
て
右
の
四
蔵
が
知
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
補
刻
を
行
い
な
が
ら
も
印
刷
方
法
は
同
じ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
が
、
金
沢
文
庫
蔵
お
よ
び
書
陵
部
蔵
で
は
他
と
一
部
に
摺
り
方
に
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
東
寺
・
本
源
寺
の
各
蔵
で
は
、
経
巻
に
よ
っ
て
は
途
中
の
葉
で
そ
の
半
分
か
ら
以
後
を
裏
面
に
折
り
返
し
て
両
面
に
印
刷
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
東
寺
夙
字
函『
中
阿
合
経
』（
東
禅
寺
版
）巻
一
六
、
巻
一
八
は
共
に
全
一
八
葉
で
あ
る
が
、
両
巻
と
も
第
一
五
葉
第
三
面
で
裏
面
に
折
り
返
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
魏
字
函『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』（
東
禅
寺
版
）巻
一
〇
は
全
二
九
葉
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
五
葉
の
第
三
面
で
以
降
は
裏
面
に
折
り
返
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
形
態
は
南
宋
も
比
較
的
早
い
頃
の
印
造
と
い
わ
れ
る
醍
醐
寺
所
蔵
経
　
字
函『
止
観
輔
行
傳
弘
決
』（
東
禅
寺
版
）に
お
い
て
も
全
三
三
葉
中
第
一
七
葉
五
面
か
ら
裏
に
折
り
返
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
蔵
の
魏
字
一
函『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』（
東
禅
寺
版
）で
は
折
り
返
さ
ず
に
全
文
表
に
印
刷
し
て
い
る
。
ま
た
金
沢
文
庫
蔵
の『
中
阿
合
経
』は
東
寺
と
同
版
で
あ
る
が
、
文
庫
の
西
岡
芳
文
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
書
陵
部
蔵
と
同
じ
く
表
面
の
み
の
印
刷
で
あ
る
と
い
う
。
裏
面
に
折
り
返
す
の
は
紙
の
節
約
に
よ
る
の
か
、
ま
た
表
面
の
み
の
印
刷
は
手
間
を
省
い
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
と
も
か
く
南
宋
後
期
後
半
に
印
造
さ
れ
た
こ
の
二
蔵
に
の
み
そ
れ
以
前
と
は
異
な
る
形
状
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
は
み
な
東
禅
寺
版
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
東
禅
寺
版
に
限
っ
た
牧野：福州宋版大蔵経の研究
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こ
と
か
は
他
蔵
の
精
査
が
進
ま
な
け
れ
ば
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
」
　「
五
面
一
板
」の
位
置
は
、
東
寺
蔵『
妙
法
華
経
文
句
』巻
十（
東
禅
寺
版
）
で
は
全
二
十
九
板
の
約
半
分
の
第
十
五
板
に
当
る
が
、
表
面
か
ら
裏
面
へ
は
第
十
五
板
で
、
第
一
面
か
ら
第
三
面
迄
が
表
面
、
後
表
紙
を
挟
ん
で
、
同
第
十
五
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
移
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
十
五
板
は
、
総
板
数
の
約
半
分
に
当
る
。
醍
醐
寺
蔵『
妙
法
華
経
文
句
』巻
一
〜
七
も
又
、
東
禅
寺
版
で
あ
る
が
、
巻
一
・
四
の
両
帖
は
、
全
三
十
一
板
（
葉
）で
、
第
十
六
板
か
ら
五
面
一
板
に
当
り
、
表
面
は
第
十
五
板
第
三
面
ま
で
、
後
表
紙
を
挟
ん
で
第
四
・
五
面
は
裏
面
へ
廻
る
。
巻
二
は
、
全
二
十
九
板
、
第
十
五
板
が
五
面
一
板
に
当
り
、
そ
の
第
一
面
か
ら
第
三
面
迄
と
後
表
紙
見
返
し
一
面
が
表
面
に
、
紙
背
は
後
表
紙
見
返
し
一
面
と
、
第
十
五
板
の
第
四
・
五
面
へ
と
連
続
す
る
。
　
巻
六
・
七
の
両
帖
は
、
各
々
全
板
数
が
三
十
三
板
と
三
十
二
板
で
、
い
ず
れ
も
十
六
板
が
五
面
一
板
で
あ
る
。
後
表
紙
を
挟
ん
で
裏
面
は
六
面
一
板
の
第
十
七
板
以
下
に
連
続
す
る
。
醍
醐
寺
蔵
本
に
は
、
往
々
に
し
て
五
面
一
板
を
も
っ
て
、
表
・
裏
面
の
境
と
し
た「
両
面
刷
」の
帖
冊
が
認
め
ら
れ
る
。
更
に
例
を
加
え
る
な
ら
ば
、
前
掲
の
醍
醐
寺
蔵『
十
誦
律
』巻
五
十
三
・
五
十
四
、『
十
誦
律
毘
尼
』巻
上
・
下
は
、
す
べ
て「
五
面
一
板
」の
葉
を
も
っ
て
表
面
か
ら
後
表
紙
を
挟
み
、
裏
面
へ
連
続
し
て
い
る
両
面
刷
で
あ
る
。
ま
さ
に「
五
面
一
板
」の
葉
を
も
っ
て
表
・
裏
両
面
に
亘
る
の
で
あ
る
。
　
　
し
か
し
、
現
存
の
両
面
刷
の
帖
が
す
べ
て
”五
面
一
板
“
の
葉
を
も
っ
て
表
面
か
ら
裏
面
へ
移
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
云
え
な
い
。
　
こ
こ
で
、
東
禅
寺
版
の
経
巻
帖
数
を
同
じ
く
す
る
醍
醐
寺
・
知
恩
院
蔵
5面1板の位置
5面ナシ
9板
5面ナシ
10板
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
備考
オモテ：14板3面まで。ウラ面は14板4面～。
オモテ：14板3面まで。見返し1面空白あり。ウラ面は14板第4面～。
オモテ：14板まで。ウラ面は15板～。
オモテ：12板3面まで。ウラ面は12板4面～。
オモテ：14板3面まで。ウラ面は14板4面～。
オモテ：13板3面まで。ウラ面は13板4面～。
寺
東
東
東
東
東
東
東
東
東
総板数
16板
18板
17板
19板
15板
17板
18板
17板
15板
巻数
二十一
二十二
二十三
二十四
二十五
二十六
二十七
二十八
二十九
経名
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
両面刷
○
○
○
○
○
○
5面1板の位置
5面ナシ
9板
5面ナシ
10板
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
備考
10板は3面までオモテ。ウラ第1面空白を挟んで4・5面ウラ。
オモテ：9板3面まで。ウラ面は9板4面～。
寺
東
東
東
東
東
東
東
東
東
総板数
16板
18板
17板
19板
15板
17板
18板
17板
15板
巻数
二十一
二十二
二十三
二十四
二十五
二十六
二十七
二十八
二十九
経名
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
両面刷
○
○
醍醐寺蔵
知恩院蔵
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の
”両
面
刷
“
を
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
刷
印
が
裏
面
に
及
ぶ
箇
所
を
異
に
し
て
、
そ
こ
に
法
則
性
や
規
則
性
を
見
出
し
難
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
前
引
の
知
恩
院
本
の
”五
面
一
板
“
の
一
覧
表
の「
夫
」箱（『
四
分
律
蔵
』巻
二
十
一
至
巻
二
十
九
）を
、
同
じ
東
禅
寺
版
の
醍
醐
寺
蔵
刊
一
切
経
の「
夫
」箱
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
醍
醐
寺
蔵
の
巻
二
十
二
・
二
十
四
の
両
巻
は
、
五
面
一
板
の
第
九
・
第
十
板
と
無
縁
の
、
六
面
一
板
の
葉
を
も
っ
て
裏
面
へ
移
る
両
面
刷
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
知
恩
院
蔵
の
巻
二
十
四
の
方
が
、
五
面
一
板
の
第
十
板
第
三
面
ま
で
を
表
面
と
し
、
後
表
紙
を
挟
む
形
で
裏
面
に
及
び
、
見
返
し
一
面
か
ら
第
十
板
第
四
・
五
面
へ
連
続
す
る「
一
板
五
面
」に
係
わ
る
両
面
刷
で
あ
る
。
　　
　
結
び
、「
一
板
五
面
」と
両
面
刷
　
―
試
案
―
　
以
上
第
三
章
ま
で
の
サ
ン
プ
ル
的
な
抽
出
調
査
と
分
析
に
基
き
、
各
蔵
毎
に
表
示
す
る
。
　
今
後
の
調
査
で
例
外
も
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
が（
と
く
に
千
字
文
番
号
の
遅
い
も
の
や
、
追
蔵
の
も
の
に
多
少
そ
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
）、
現
在
調
査
済
み
の
範
囲
で
恣
意
的
に
拾
っ
た
見
本
と
し
て
示
す
。
　
表
の
見
方
の
一
例
を
挙
げ
る
。
醍
醐
寺
・
東
禅
寺
版
の
総
板
数
十
八
板
の
項
を
見
る
と
、「
一
板
五
面
」葉
の
な
い
も
の
が
一
例（
点
数
）、「
一
板
五
面
」葉
の
存
在
す
る
も
の
が
合
計
で
三
例
、
う
ち
第
九
板
が「
一
板
五
面
」葉
の
も
の
二
例
、
第
十
板
が
「
一
板
五
面
」葉
の
も
の
一
例
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
総
板
数
十
九
板
の
項
は
、「
一
板
五
面
」葉
の
な
い
も
の
は
な
く
、
第
十
板
が「
一
板
五
面
」葉
の
も
の
八
例
を
数
え
る
。
点
数
総板数 11 222120191817161514
1(?)4521
1312
5面ナシ
5面アリ
（5面の位置）
2
（9板）
1
（10板）
8
（10板）
1
（10板）
4
（11板）
1
（12板）
点
数
総板数 23 3433323130292827262524
5面ナシ
5面アリ
（5面の位置）
醍醐寺・東禅寺版
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点
数
総板数 11 2221201918171615141312
5面ナシ
5面アリ
（5面の位置）
2
（8板）
2
（7板）
7
（7板）
7
（8板）
2
（8板）
点
数
総板数 23 3433323130292827262524
5面ナシ
5面アリ
（5面の位置）
醍醐寺・開元寺版
点
数
総板数 11 2221201918171615141312
5面ナシ
5面アリ
（5面の位置）
1
（11板）
1412
4
（9板）
3
（10板）
1
（11板）
1
（12板）
4
（12板）
1
（14板）
1
（14板）
2
（16板）
1
（17板）
点
数
総板数 23 3433323130292827262524
5面ナシ
5面アリ
（5面の位置）
知恩院・東禅寺版
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一
覧
表
か
ら
推
測
し
う
る
の
は
、
東
禅
寺
版
は
総
板
数
十
八
板
以
上
の
帖
に
必
ず
”一
板
五
面
“
の
葉
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
葉
は
、
総
板
数
の
半
分
の
位
置
の
板
数
を
占
め
る
こ
と
が
多
く
、
少
な
く
と
も
総
板
数
の
半
分
を
下
る
こ
と
は
な
い
。
開
元
寺
版
に
つ
い
て
は
、
総
板
数
十
三
板
以
上
の
帖
に
必
ず
”一
板
五
面
“
の
葉
が
存
し
、
し
か
も
そ
の
葉
は
東
禅
寺
版
と
同
様
に
、
総
板
数
の
半
分
の
位
置
の
板
数
を
占
め
る
こ
と
が
多
く
、
少
な
く
と
も
総
板
数
の
半
分
を
下
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
規
則
性
は
、
現
在
ま
で
の
調
査
済
み
の
帖
に
、
ほ
ぼ
適
用
で
き
る（
但
し
、
調
査
の
初
期
段
階
で
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
を
欠
い
て
い
た
の
で
調
書
に
は
”一
板
五
面
“
葉
の
確
認
を
落
と
し
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
）。
　
こ
の
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
の
試
案
を
提
示
す
る
こ
と
を
許
し
て
頂
く
。
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
の
い
ず
れ
も
刊
行
の
計
画
立
案
に
際
し
て
当
初
は「
両
面
刷
」を
プ
ラ
ン
と
し
た
も
の（
お
そ
ら
く
、
”紙
数
“
か
ら
函
数
に
至
る
ま
で
割
り
出
さ
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
）で
あ
っ
た
か
。
東
禅
寺
版
は
、
総
板
数
十
八
板
以
上
、
開
元
寺
版
は
総
板
数
十
三
板
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
「
両
面
刷
」を
前
提
と
し
て「
雕
・
印
」（
”印
造
“
”装
　
“
に
関
し
て
は
確
言
し
得
る
材
料
は
な
い
が
）を
行
う
手
筈
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
す
る
。
　
現
存
の
両
面
刷
の
事
例
と
の
対
応
関
係
を
考
慮
し
て
、「
両
面
刷
」の
プ
ラ
ン
の
際
に「
五
面
一
板
」の
葉
が
、
想
定
さ
れ
た
両
面
刷
の
折
り
返
し
の
目
安
で
あ
っ
た
、
と
い
う
推
測
は
、
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
知
恩
院
蔵
本
や
醍
醐
寺
蔵
本
の
印
造
・
装
丁
期
に
は
、
そ
う
し
た
理
解
が
残
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
逆
に
い
え
ば
、
プ
ラ
ン
当
初
は
、
後
表
紙
及
び
見
返
し
を
備
え
た「
五
面
一
板
」の
葉
を
も
っ
て
折
り
返
し
た
両
面
刷
の
一
帖
が
想
定
さ
れ
て
い
た
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。
点
数
総板数 11 2221201918171615141312
1 115面ナシ
5面アリ
（5面の位置）
1
（9板）
1
（8板）
4
（8板）
1
（9板）
点
数
総板数 23 3433323130292827262524
5面ナシ
5面アリ
（5面の位置）
知恩院・開元寺版
牧野：福州宋版大蔵経の研究
－12－
　
何
故
、
東
禅
寺
版
が
総
板
数
十
八
板
以
上
、
開
元
寺
版
が
総
板
数
十
三
板
以
上
に「
両
面
刷
」を
想
定
し
た
の
か
、
そ
の
判
断
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て
の
推
測
は
、
別
稿
に
譲
る
。
　
表
紙
な
ど
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
知
恩
院
蔵
本
は
す
べ
て
近
世
に
お
け
る
改
装
の
手
を
経
て
お
り
、
醍
醐
寺
蔵
本
も
原
装
を
残
す
も
部
分
的
な
改
装
を
経
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
確
言
で
き
る
範
囲
は
極
め
て
狭
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
刷
印
時
と
雕
刻
時
と
が
ほ
ぼ
同
時
頃
の
、
即
ち
”修
“
な
ど
の
な
い
早
印
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
補
刻
葉
を
も
っ
て
推
測
の
材
料
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
点
も
、
断
定
を
難
し
く
し
て
い
る
。
　
な
お
、
日
本
舶
載
の
宋
版
一
切
経
の
内
、
現
存
す
る
一
蔵
分
の
東
禅
寺
版
な
ど
に
関
す
る
各
蔵
の
刷
印
時
期
は
、
牧
野「
宋
版
一
切
経
補
刻
葉
に
見
え
る「
下
州
千
葉
寺
了
行
」の
周
辺
」（『
東
方
学
報
　
京
都
』第
七
三
冊
、
二
〇
〇
一
）、
同「
我
邦
舶
載
東
禅
寺
版
の
刷
印
時
期
に
つ
い
て
の
一
事
実
　
―
東
寺
蔵
一
切
経
本
東
禅
寺
版
と
本
源
寺
蔵
一
切
経
本
東
禅
寺
版
の
刷
印
時
期
―
」（『
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
』第
六
号
、
二
〇
〇
四
）な
ど
御
参
照
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
本
稿
は
、
科
研
特
定
領
域
研
究「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
」（
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
四
年
）・
科
研
挑
戦
的
萌
芽
研
究（
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
〇
年
）に
拠
る
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
研
究
で
あ
る
が
、
二
〇
一
一
年
度
科
研
基
盤
研
究（
Ｂ
）課
題
番
号
２
２
３
２
０
０
５
に
拠
る
調
査
情
報
蒐
集
に
拠
る
新
知
見（
い
ず
れ
調
査
報
告
書
に
盛
り
込
む
予
定
）を
見
据
え
た
枠
組
み
と
し
て
納
ま
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
附
記
す
る
。
　
　
　
　
　
　
＊
　
＊
　
＊
　
な
お
な
お
、
平
成
十
五
年
度
本
源
寺
調
査
に
よ
っ
て
、
次
の
事
実
を
確
認
し
て
い
た
の
で
、
追
記
し
て
お
く
。
　
前
期
思
渓
版
の『
大
般
若
波
羅
密
多
経
』（
三
聖
寺
旧
蔵
の「
圓
覚
寺
司
自
紙
板
」墨
文
印
の
あ
る
も
の
）に
拠
る
な
ら
ば
、
版
式
は
開
元
寺
版
と
同
じ
く
六
面
一
紙
。
総
板
数
半
ば
で
、
五
面
一
紙
を
混
じ
え
る
が
、
音
義
を
巻
末
尾
題
に
附
す
も
の
で
あ
る
。
刻
工
名
の
位
置
も
開
元
寺
版
に
同
じ
。
東
禅
寺
版
に
始
ま
っ
た
、
両
面
刷
を
予
想
し
た
五
面
一
板
を
混
在
さ
せ
る
形
式
は
、
思
渓
版
に
も
当
初
は
継
続
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る（
と
く
に
開
元
寺
版
の
形
式
を
学
ぶ
か
）。
